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昨
年
末
成
立
の

医
療
法
等
改
定

で
、
２
０
３
０
年

１２
月
３１
日
ま
で
に

電
子
カ
ル
テ
の
普

及
率
が
約
１
０
０

％
と
な
る
よ
う
、

ク
ラ
ウ
ド
そ
の
他
先
端
技
術
の

活
用
を
含
め
、
医
療
機
関
の
情

報
の
電
子
化
を
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
▼
１
月

２６
日
の
日
医
大
武
蔵
小
杉
病
院

へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
は
、
医

療
機
器
保
守
用
の
Ｖ
Ｐ
Ｎ
装
置

か
ら
侵
入
、
外
来
及
び
入
院
中

の
患
者
約
１３
万
人
と
職
員
・
臨

床
実
習
医
学
生
約
１
千
７
０
０

名
の
個
人
情
報
が
抜
か
れ
身
代

金
１
億
ド
ル
を
要
求
、
通
常
業

務
再
開
は
２
月
２３
日
。
４
月
２１

日
、
市
立
奈
良
病
院
で
深
夜
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視
装
置
が
異

常
を
検
知
し
、
電
子
カ
ル
テ
等

の
サ
ー
バ
ー
を
ネ
ッ
ト
か
ら
切

断
。
そ
し
て
電
子
カ
ル
テ
の
入

力
閲
覧
が
で
き
ず
紙
カ
ル
テ
で

対
応
。
初
動
で
遮
断
で
き
た
の

で
個
人
情
報
の
漏
洩
は
な
く
、

２４
日
に
通
常
診
療
を
再
開
▼
専

従
職
員
抜
き
と
し
て
規
模
次
第

だ
がC

isco

社
Ｎ
Ｄ
Ｒ
（
内
部
脅

威
検
知
）
装
置
は
年
額
８０
万
～

１
千
万
円
以
上
、
ネ
ッ
ト
健
全

性
監
視
装
置
で
は
本
体
価
格
１

５
０
万
～
４
０
０
万
円
に
加
え

１
台
当
た
り
の
維
持
費
も
か
か

る
▼

２４
年
５
月

２５
日
の
英

「T
he L

ancet

」
誌
は「
医
療
分

野
で
の
深
刻
な
脆
弱
性
は
リ
ソ

ー
ス
不
足
、
米
国
医
療
機
関
は

平
均
予
算
の
７
％
し
か
充
て
て

お
ら
ず
、
他
分
野
の
平
均
１１
～

１２
％
と
比
べ
低
水
準
」
と
紹
介
。

日
本
の
医
療
機
関
は
基
本
診
療

料
に
Ｄ
Ｘ
加
算
を
含
め
て
も
原

資
が
な
く
、
米
英
以
下
な
の
は

自
明
だ
。
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
要
求
さ
れ
て
も
、

実
施
不
可
能
な
現
実
を
も
っ
と

行
政
側
は
認
識
す
べ
き
だ
。（
倫
）

田中麻衣子
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医
療
用
資
材
の
値
上
げ
・
不
足

医
療
へ
の
影
響
甚
大

共
産
党
議
員
団
と
懇
談

　

田
辺
理
事
長
は
開
会
挨
拶
で

診
療
報
酬
改
定
に
言
及
。３
・
０９

％
の
プ
ラ
ス
改
定
と
さ
れ
た
も

の
の
十
分
で
は
な
い
と
し
、
更

な
る
引
き
上
げ
を
望
ん
だ
。
健

康
保
険
法
等
改
定
案
、
特
に
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
へ
の
追
加
負
担
に

つ
い
て
は
現
役
世
代
の
保
険
料

の
軽
減
が
目
的
と
さ
れ
る
が
、

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
現
役
世

代
に
よ
く
使
う
薬
剤
も
対
象
と

さ
れ
て
お
り
、
患
者
負
担
は
増

加
す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

「
２５
年
度
活
動
報
告
案
」
は

二
村
副
理
事
長
が
提
案
。
▽
２６

年
度
の
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定

及
び
２４
年
度
の
不
合
理
是
正
要

求
、
▽
物
価
高
騰
に
苦
し
む
医

療
機
関
へ
の
支
援
実
現
、
▽
期

限
切
れ
保
険
証
の
暫
定
使
用
期

間
延
長
、
▽
県
内
全
市
町
村
で

小
児
医
療
費
助
成
が
拡
充
―
な

ど
の
成
果
を
報
告
し
た
。

社
会
保
障
の
役
割
、

周
知
す
る
重
要
性

　

「
２６
年
度
活
動
方
針
案
」
は

湯
浅
副
理
事
長
が
提
案
。
２６
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
プ
ラ
ス
分

が
経
営
改
善
に
資
す
る
よ
う
、

　

協
会
は
４
月
３０
日
、
日
本
共

産
党
国
会
議
員
団
と
、
医
療
現

場
に
お
け
る
医
療
用
資
材
の
不

足
問
題
で
懇
談
。
協
会
か
ら
二

村
副
理
事
長
、
宮
澤
・
小
柳
両

理
事
、
長
谷
川
評
議
員
、
保
団

連
か
ら
は
宇
佐
美
副
会
長
が
参

加
。
日
本
共
産
党
は
畑
野
君
枝

衆
議
院
議
員
と
小
池
晃
参
議
院

議
員
が
対
応
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
二
村
副
理
事
長

が
歯
科
用
グ
ロ
ー
ブ
の
入
手
困

難
、
か
つ
価
格
高
騰
（
一
部
で

は
２
倍
以
上
）
の
実
態
を
紹
介

し
、
診
療
に
影
響
が
出
て
い
る

と
説
明
。
国
の
備
蓄
分
（
５
千

万
枚
）
も
素
材
や
劣
化
状
況
、

サ
イ
ズ
が
選
べ
る
か
も
不
明
で

あ
る
こ
と（
４
月
３０
日
時
点
）、

ま
た
診
療
所
に
お
け
る
１
カ
月

分
の
需
要
は
９
千
万
枚
程
度
で

あ
り
、
備
蓄
放
出
で
は
根
本
解

決
に
は
至
ら
な
い
と
し
た
。
ま

た
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
は
す
べ

て
海
外
生
産
で
、
米
国
の
買
い

占
め
等
も
あ
る
た
め
、
政
府
の

対
応
・
介
入
が
肝
要
と
し
た
。

　

宮
澤
理
事
は
、
取
引
業
者
か

ら
の
値
上
げ
依
頼
状
況
等
を
報

告
。
歯
科
用
グ
ロ
ー
ブ
や
ご
み

袋
は
３
割
増
、
歯
科
麻
酔
薬
オ

ー
ラ
注
は
個
別
包
装
の
た
め
供

給
不
足
に
拍
車
が
か
か
る
な

ど
、
現
場
の
窮
状
を
説
明
。
診

療
報
酬
の
臨
時
改
定
や
補
助
金

等
で
の
対
応
が
必
要
と
し
た
。

小
柳
理
事
は
、
今
後
シ
リ
ン
ジ

や
点
滴
回
路
等
が
大
き
く
不
足

す
る
恐
れ
を
訴
え
、
長
谷
川
評

議
員
は
物
価
急
上
昇
の
局
面
に

お
け
る
生
活
困
窮
者
へ
の
政
府

の
補
助
・
対
応
が
疎
か
に
な
っ

て
い
る
と
強
調
。
保
団
連
・
宇

　

政
策
部
は
５
月
１９
日
、
磯
崎

政
策
部
長
談
話
「『
一
部
保
険

外
療
養
』
は
厚
労
大
臣
に
強
権

を
付
与
す
る『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
は
『
見
せ
球
』

／
健
保
法
改
定
案
に
反
対
す

る
」を
発
表
し
た（
７
面
）
。
談
話

は
、「
一
部
保
険
外
療
養
」は
、Ｏ

Ｔ
Ｃ
（
市
販
薬
）
類
似
の
処
方
薬

の
一
部
保
険
外
し
の
仕
組
み
と

の
巷
の
理
解
と
は
異
な
り
、
本

質
は
大
臣
裁
量
で
保
険
給
付
を

部
分
的
に
外
す
こ
と
が
可
能
な

仕
組
み
で
あ
る
こ
と
と
説
き
、

今
後
の
危
険
性
を
指
摘
し
た
も
の
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
が
理

論
上
は
５
割
負
担
相
当
と
な
る

が
、保
険
請
求
ル
ー
ル
に
よ
り
、

実
務
上
の
窓
口
負
担
は
５６
・
６

％
と
６
割
弱
と
な
り
、
医
療
保

険
の
意
味
を
成
さ
な
く
な
る
と

指
摘
。
厚
労
省
が
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
で
示
し
た
解
熱
鎮
痛
薬
を
例

に
実
例
を
挙
げ
た
。

　

更
に
は
、
患
者
要
望
に
応
え

る
保
険
外
の
先
進
医
療
や
治
験

段
階
の
薬
剤
、
個
室
の
差
額
ベ

ッ
ド
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
サ

ー
ビ
ス
と
の
併
用
が
、「
保
険

外
併
用
療
養
」
の
制
度
趣
旨
で

あ
る
と
指
摘
。
こ
の
類
型
と
さ

れ
た
一
部
保
険
外
療
養
は
、
保

険
給
付
の
「
費
用
」
の
一
部
を

保
険
外
化
し
併
用
と
す
る
も
の

で
趣
旨
に
反
す
る
と
主
張
。
一

部
保
険
外
療
養
、
健
保
法
改
定

に
反
対
す
る
と
し
た
。

　

談
話
へ
は
、
日
医
役
員
、
学

者
、
日
医
総
研
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
佐
久
総
合
病
院
、
大
阪

協
会
理
事
長
な
ど
か
ら
反
響
が

あ
っ
た
。

佐
美
副
会
長
は
、
政
府
の
あ
ら

ゆ
る
対
応
が
迅
速
さ
に
欠
け
る

と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
協
会
か
ら
、
４
月
２４
日

に
開
始
し
た
、
歯
科
会
員
向
け

の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
途
中
経

過
を
報
告
（
詳
細
５
面
）。
グ

ロ
ー
ブ
を
は
じ
め
エ
プ
ロ
ン
や

滅
菌
バ
ッ
グ
等
あ
ら
ゆ
る
資
材

が
不
足
、
価
格
上
昇
に
至
っ
て

い
る
実
態
を
紹
介
し
た
。

　

議
員
団
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
使
わ
な
い
医
療
材
料
は
な

い
」
と
医
療
現
場
の
窮
状
に
危

機
感
を
示
し
、
党
と
し
て
政
府

に
改
善
要
請
し
て
い
く
と
約
束

し
た
。
ま
た
今
回
の
原
油
不
足

に
よ
る
物
価
高
騰
に
つ
い
て
、

２６
年
改
定
の「
物
価
対
応
料
」
で

は
未
対
応
で
全
く
足
り
な
い
現

状
が
あ
る
と
し
、
政
府
に
対
応

を
求
め
て
い
く
と
し
た
。

運
用
改
善
を
要
求
す
る
と
し

た
。
ま
た
、
地
域
医
療
を
守
る

た
め
の
医
療
機
関
の
経
営
再
建

と
、
国
民
生
活
の
格
差
是
正
の

解
決
策
は
所
得
再
分
配
機
能
の

強
化
で
あ
る
と
提
示
。
一
部
保

険
外
療
養
等
の
政
策
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
す
る
中
、
社
会
保
障

の
役
割
を
周
知
す
る
重
要
性
を

強
調
し
た
。

　

質
疑
で
は
小
沼
博
評
議
員

（
相
模
原
市
中
央
区
・
歯
科
）

が
①
有
料
研
究
会
の
振
込
方
法

の
多
様
化
、
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の

活
用
に
つ
い
て
質
問
。
田
辺
理

事
長
は
①
手
数
料
の
問
題
に
よ

り
保
留
と
し
た
い
、
②
特
定
の

ツ
ー
ル
に
集
約
・
管
理
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
他
ツ

ー
ル
も
併
せ
て
検
討
し
た
い
―

と
答
弁
し
た
。

　

「
２６
年
度
予
算
案
」
は
竹
下

副
理
事
長
が
歯
科
新
点
数
関
連

の
テ
キ
ス
ト
購
入
費
用
の
計
上

に
よ
り
事
業
収
支
差
額
は
マ
イ

ナ
ス
、
財
政
関
係
を
含
め
た
収

支
差
額
は
黒
字
で
提
案
。
経
理

委
員
会
報
告
は
、
若
栗
経
理
委

員
長
が
執
行
部
提
案
を
原
案
通

り
評
議
員
会
に
上
程
し
た
と
報

告
し
た
。

　

「
役
員
の
補
充
選
出
に
つ
い

て
」
は
片
岡
誠
評
議
員
（
海
老

名
市
・
歯
科
）
を
提
案
し
、
承

認
さ
れ
た
。

　

「
総
会
決
議
文
起
草
委
員
」

に
は
澤
田
秀
之
（
横
浜
市
旭
区
・

歯
科
）、
花
田
徹
野
（
川
崎
市

川
崎
区
・
医
科
）、赤
塚
英
則（
横

浜
市
神
奈
川
区
・
医
科
）
各
評

議
員
の
３
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　

「
功
労
者
お
よ
び
敬
寿
会
員

表
彰
」
は
組
織
部
長
の
田
所
理

事
が
功
労
者
１１
名
、
敬
寿
会
員

２
１
０
名
を
提
案
し
た
。

　

特
別
報
告
「
春
の
会
員
増
加

推
進
月
間
」
は
田
所
理
事
が
診

療
報
酬
改
定
に
伴
い
医
科
３８

名
、
歯
科
１７
名
が
新
た
に
入
会

し
た
と
報
告
。未
入
会
者
へ
は
、

新
た
な
歯
科
の
施
設
基
準
研
修

会
の
案
内
が
功
を
奏
し
て
い

る
。

所
得
再
分
配
で
現
状
打
開
を

物
価
高
騰
で
経
営
悪
化
、
患
者
負
担
増
…

　

協
会
は
５
月
９
日
、
第
３２
期
第
２
回
評

議
員
会
を
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で

開
催
し
た
。
評
議
員
１
５
２
名
の
う
ち
５８

名
（
委
任
状
３７
名
）
で
採
決
し
、
次
年
度

活
動
方
針
案
「『
開
業
保
険
医
の
経
営
と

生
活
を
守
る
』
協
会
の
設
立
趣
旨
へ
原
点

回
帰
し
、
現
状
を
打
開
し
よ
う
～
社
会
保

障
の
所
得
再
分
配
強
化
が
地
域
医
療
と
国

民
生
活
を
救
う
～
」
を
は
じ
め
、
全
６
議

案
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

評議員会・全議案承認

小池議員畑野議員

一
部
保
険
外
療
養
は
パ
ン
ド
ラ
の
箱

実
は
保
険
給
付
を
掘
り
崩
す
仕
組
み

政
策
部
長
談
話
発
表


